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山
口
瑞
鳳
編

『
敦
建
胡
語
文
献
』

講
座
敦
建

6

武

内

紹

敦
爆

・
中
央
ア
ジ
ア
出
土
文
献
の
研
究
は
現
在
再
編
成
期
に
あ
る
。
主
要
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が

一
腹
の
整
理
を
み
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
の
シ
ス
テ
ム
に
基
づ

く
第
一
女
間
な
カ
タ
ロ
グ
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
て
久
し
い
。
そ
し
て
パ
リ
、

ロ
ン

ド
ン
、
ベ
ル
リ

ン
、
北
京
を
は
じ
め
主
要
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
文
書
の
大
部
分
が
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
い
し
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
形
で
研
究
者
の
利
用
に
供
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
者
は
諸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
文
書
を
容
易
に
比
較
研
究

で
き
る
僚
件
が
揃
っ

た
の
で
あ
る
。
い
ま
我
々
が
進
め
る
べ
き
仕
事
は
、
文
書

の
個
別
的
な
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
文
書
を

出
土
地
、
年
代
、
書
式
、
内
容
等
の
色
々
な
覗
黙
か
ら
再
分
類
し
て
み
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
に
昨
応
じ
て
文
書
の
緩
?
な
相
が
現
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
敦
煙
・
中
央
ア
ジ
ア
出
土
文
献
金
佳
の
性
格

の
解
明
に
寄
開
門
す
る
と
同
時
に
、
各
々
の
文
書
の
仰
併
設
の
地
盤
を
輿
え
る
は
ず

で
あ
る
。
漢
文
文
献
に
つ
い
て
は
二
九
七
九
年
パ
リ
の
コ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
藤

枝
晃
氏
の
提
唱
を
受
け
た
京
戸
慈
光
氏
の
護
表
(
第
三
十
一
因
。

5
2〉
〉

Z
)

が
こ
の
流
れ
に
沿

っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

我
々
の
次
の
課
題
は
異
な
る
言
語
の
文
書
聞
の
関
係
の
解
明
で
あ
ろ
う
。

ω
S
2
Z
。r
S
E
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o
-
-
を
始
め
、

一
文
書
に
複
数
の
言
語
が
書
か
れ
た
い
わ

人

ゆ
る
多
言
語
文
書
ゃ
、
他
言
語
縛
篤
資
料
(
0
・問・

チ
ベ
ッ
ト
文
字
に
よ
る
漢

語
、
ウ
イ
グ

ル
語
の
縛
駕
)
等
は
早
く
か
ら
研
究
者
の
興
味
を
強
く
引
き
相
嘗

研
究
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を
よ
り
組
織
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
も
大
事
で

あ
る
が
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
皐
一
言
語
で
書
か
れ
た
異
言
語
文
書

同
士
の
相
互
関
係
の
研
究
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
教
煙
文
書
研
究
の
初
期

に
傍
敬
文
献
の
解
甜
酬
が
い
ち
早
く
す
す
ん
だ
の
は
、
封
照
で
き
る
原
典
や
他
言

語
文
献
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
較
べ
俗
文
書
で
は
他
言
語
文
献
と
の

比
較
は
徐
り
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
異
な
る
言

語
の
文
献
開
に
文
書
形
式
を
始
め
、
内
容
に
お
い
て
も
一
致
な
い
し
類
似
が
見

い
だ
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
た
か
い
。
例
え
ば
吐
蕃
支
配
下
に
番
か
れ
た
コ

l
タ
ン
語
俗
文
書
、
と
チ
ベ

ッ
ト
語
文
書
の
聞
に
術
語
や
文
書
形
式
上
の
借
用
関

係
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
事
は
容
易
に
想
定
さ
れ
お
プ
従
っ
て
今
後
俗
文
書
を
解

議
す
る
に
あ
た
っ
て
も
他
言
語
文
書
と
の
関
係
を
常
に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
を
進
め
る
際
、
我
々
に
と
っ
て
な
に
よ
り
必
要
な
も
の

は
、
自
分
の
専
門
外
で
あ
る
分
野
の
文
献
に
つ
い
て
の
初
歩
的
に
し
て
か
つ
皐

間
的
に
信
頼
で
き
、
ア
ッ
プ
ト
ク
デ
イ
ト
で
ハ
ン
デ
ィ
な
情
報
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
欣
況
に
お
い
て
、
本
書
『
敦
煙
胡
語
文
献
』
が
よ
う
や
く
公
刊

さ
れ
た
こ
と
は
、
我
々
の
渇
を
い
や
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
敦
短
胡
語
文
献

に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
が
簡
便
な
形
で
ま
と
め
ら
れ
、
今
後
の
文

献
研
究
の
道
標
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
本
書
で
は
、
編
者
が
は
し
が
き
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
各
章
の
執
筆
者

の
方
針
を
傘
重
し
、
執
筆
方
針
を
敢
え
て
規
制
統
一
し
て
い
な
い
。
従
っ

て
各

論
文
は
執
筆
者
の
問
題
一意
識
を
反
映
し、

あ
る
も
の
は
評
者
が
官
頭
に
述
べ
た

よ
う
な
敦
煙
翠
的
問
黙
を
、
ま
た
あ
る
も
の
は
例
え
ば
チ
ベ
ッ
ト
撃
的
な
硯
貼
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を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
敦
煙
率
的
視
黙
と
い
う
の
は
、
文
書
を
で

き
る
だ
け

「網
羅
的
に
」
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
「
何

が
あ
る
か
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
「
何
が
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
を
『
過
し
て
文
書
全
鐙
の
性
格
を
探
ろ
う
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
本
書
で

は
、
ウ
イ
グ
ル
語
文
献
、
コ

I
タ
ン
語
文
献
、
ソ
グ
ド
語
文
献
の
論
文
は
そ
の

方
針
で
貫
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
針
し
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
諸
論
文
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
傍
数
皐
的
な
い
し
チ
ベ
ッ
ト
皐
的
視
黙
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。

即
ち
チ
ベ
ッ
ト
史
、
チ
ベ
ッ
ト
併
数
等
の
各
分
野
で
興
味
有
る
文
献
を
抽
出
し

て
紹
介
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
こ
れ
は
執
筆
者
各
々
の
問
題
意
識
の
違
い

に
よ
る
の
み
な
ら
ず
、
制
到
象
と
す
る
文
書
の
量
、
即
ち
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
の
数

が
膨
大
で
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
評
者
自
身
は
、
今
後
チ
ベ
ッ
ト
語
文

書
に
つ
い
て
も
よ
り
敦
煙
皐
問
視
貼
か
ら
の
研
究
が
必
要
だ
と
思
う
。
ち
な
み

に
本
書
は
講
座
の
構
成
上
敦
爆
文
書
に
限
り
、
ト
ル
フ
ァ
ン
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン

文
書
は
扱
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
足
か
せ
で
は
あ
る
が
、
敦
煙
と

他
の
地
域
の
聞
に
出
土
地
に
よ
る
文
書
の
内
容
や
形
式
の
分
布
上
の
相
違
の
有

無
を
考
え
る
機
舎
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
チ
ベ
ッ
ト
例
数
文
書
に
お
い
て
、
教

爆
と
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
の
も
の
の
関
に
内
容
上
の
違
い
が
「
あ
る
」
或
は
「
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
決
定
す
る
の
も
重
要
な
課
題
だ
と
思
う
が
、
本
書
で
は
特

に
論
究
さ
れ
て
い
な
い
。

本
書
は
講
座
敦
爆
の
構
成
上
、
『
胡
語
文
献
』
の
名
で
非
漢
文
文
献
を
線
賢

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
編
者
が
は
し
が
き
で
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
現
在
の
日
本
で
の
研
究
朕
況
か
ら
し
て
「
胡
語
」
の
す
べ
て
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
兵
糧
的
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
ウ
イ
グ
ル
語
、

コ
l
タ
ン
語
、
ソ
グ
ド
語
の
文
献
が
カ
バ

ー
さ
れ
、

そ
の
他
の
胡
語
即
ち
、
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
ト
カ
ラ
語
文
献
(
以
上
競
経
洞
出
土
)
、
西
夏
語
、
蒙
古
語

文
献
(
モ
ン
ゴ
ル
窟
出
土
〉
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
編
者
は
こ
れ
ら
の

胡
語
文
献
名
に
特
に
言
及
は
し
て
い
な
い
が
、
識
者
は
本
書
で
概
説
さ
れ
た
胡

語
文
献
以
外
に
も
上
述
の
諸
語
文
献
が
敦
煙
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
注
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
黙
を
含
め
た
編
者
に
よ
る
線
序
が
附
け
加
え
て

あ
れ
ば
よ
り
親
切
で
あ
っ
た
と
思
う
。

前
書
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
女
ぎ
に
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。
本
書
は

大
き
く
二
部
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
部
は
、
ウ
イ
グ
ル
語
文
献
、
コ

1
タ
ン
語
文
献
、
ソ
グ
ド
語
文
献
で
あ
り
、
第
二
部
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
併
数
文

献
お
よ
び
非
併
数
文
献
で
あ
る
。

第
一
部
に
は
次
の
諸
論
文
が
収
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
ウ
イ
グ
ル
語
文
献
(
森

安
孝
夫
)
、
コ

l
タ
ン
語
文
献
概
設
(
熊
本
裕
)
、
教
爆
の
コ

1
タ
ン
語
併
数
文

献
〈
岩
松
浅
夫
)
、
ソ
グ
ド
語
文
献
(
吉
田
盟
〉
で
あ
る
。

森
安
論
文
は
敦
煙
出
土
ウ
イ
グ
ル
文
献
の
総
覧
で
あ
る
が
、
先
ず
最
初
に

「
十
一
世
紀
後
半
以
降
の
敦
短
文
書
」
の
章
が
お
か
れ
て
い
る
。
設
者
に
は
若

干
唐
突
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
章
は
ウ
イ
グ
ル
文
献
の
み
な

ら
ず
敦
爆
文
献
金
鐙
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
を
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち

敦
爆
文
書
の
中
に
モ
ン
ゴ
ル
期
以
降
の
も
の
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
い
る
こ
と
は
、

つ
と
に

m
g丹
、
叶
含
な
ど
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
期
に

造
ら
れ
た
一
八
て
一
八
二
窟
(
ベ
リ
オ
編
鋭
)
と
そ
こ
に
廊
す
る
文
書
の
存

在
を
森
安
氏
が
こ
こ
で
初
め
て
明
確
に
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
既

に
百
済
氏
の
論
文
(
円
四
・
本
書
九
八
頁
)
に
引
用
さ
れ
、
暴
界
に
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
て
は
い
る
が
(
え
・

『
史
皐
雑
誌
』

九
四
|
五
、
二
五
四
頁
)
、
森

安
氏
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
論
考
が
よ
う
や
く
公
刊
さ
れ
た
事
を
喜
び
た
い
。

-191ー
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こ
の
事
寅
の
持
つ
大
き
な
意
味
は
即
座
に
は
理
解
さ
れ
に
く
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
ウ
イ
グ
ル
文
書
の
み
な
ら
ず
敦
煙
文
書
全
健
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

卸
ち
、
著
者
が
明
ら
か
に
し
た
ウ
イ
グ
ル
文
書
に
お
け
る
「
ま
ぎ
れ
こ
み
」
の

存
在
は
、
首
然
他
の
文
書
、
例
え
ば
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
も
嘗
て
は
ま
る
は
ず
で

あ
る
。
従
っ

て
、
例
え
ば
本
書
四
一
一
一
頁
沖
本
論
文
で
、

ω去
の
著
者
。フ
ラ
ジ

ユ
ニ
ャ
l
カ
ラ
に
関
し
て
、

併
数
後
停
期
の
同
名
人
と
の
同
定
を
敦
煙
文
書
で

あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
沖
本
氏
が
否
定
し
て
い
る
の
は
嘗
一
回
安
蛍
で
は
あ
る

が
、
も
し
元
朝
以
降
の
文
書
の
「
ま
ぎ
れ
こ
み
」
を
想
定
す
れ
ば
、
同
じ
人
で

あ
る
可
能
性
も
十
分
で
て
く
る
謬
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
今
後
は
敦
短
文
書
の

年
代
を
考
え
る
と
き
に
は
、

そ
れ
が

「
ま
ぎ
れ
こ
み
」
の
文
書
で
あ
る
可
能
性

を
常
に
頭
に
置
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
チ
ベ
ッ

ト
文
書
に
お
い
て
は
ま
だ

そ
の
存
在
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
ベ
リ
オ
自
身
が
モ
ン
ゴ
ル
期
の
窟
で

チ
ベ
ッ
ト
文
書
も
見
つ
け
た
と
言
う
以
上
(
九
頁
)
、
新
た
な
調
黙
を
も
っ
て
見

な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
、
か
見
い
だ
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。

私
が
こ
こ
で
こ
の
貼
を
強
調
す
る
の
は
、
い
ま
敦
煙

・
中
央
ア
ジ
ア
出
土
文

書
の
年
代
を
考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
吐
蕃

支
配
期
以
降
に
書
か
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
文
書
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
語

が
吐
蕃
支
配
期
以
降
の
河
西
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て

-
g
m
E
r
g
g
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
状
況
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

(本
稿
一

九
八
頁
参
照
。
な
お
、

こ
の
意
味
に
お
い
て
山
口
氏
が
本
書
五
二

O

頁
注
5
で
チ
ベ
ッ

ト
語
文
書

可
・?
ロ
∞
∞
の
年
代
を
九
四
二
年
と
す
る
考
え
方

を
時
代
が
湿
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
避
け
る
の
は
説
得
的
で
は
な
い
。
市
田
氏
鋪

義
軍
期
に
書
か
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
が
相
蛍
数
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
以

上
、
前
民
間
腕
義
軍
期
に
も
チ
ベ
ッ
ト
語
が
使
用
さ
れ
、

沼
可
に
繍
く
西
夏
王
朝

下
に
も
受
け
継
が
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
)

こ
れ
は
使
用
言

語
と
そ
の
地
の
支
配
民
族
と
の
関
係
が
単
純
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
チ
ベ
ッ

ト
語
文
書
は
吐
蕃
支
配
期
と
い
う
よ
う

に
、
歴
史
の
流
れ
に
よ
っ

て
文
書
の
年
代
に
機
械
的
に
枠
を
は
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
ト
ル
フ
ァ
ン
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土
文
書

の
年
代
決
定
は
更
に
困
難
に
な
る
。
そ
の
場
合
や
は
り
敦
短
文
書
か
ら
抽
出
し

た
文
書
の
様
式
的
特
徴
、
紙
質
等
を
基
準
に
し
て
文
書
の
年
代
を
決
定
し
て
い

く
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
敦
爆
文
書
の
中
か
ら
後
期
の
「
ま

ぎ
れ
こ
み
」
を
取
り
除
い
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

き
て
森
安
論
文
は
、
第
二
章
で
本
来
の
磁
経
洞
出
土
の
ウ
イ
グ
ル
語
文
書
を

簡
単
な
解
説
を
附
し
て
網
羅
し、

第
三
章
で
モ

ン
ゴ
ル
期
の
文
書
の
一
覧
表
の

呈
示
と
、
そ
の
中
の
重
要
文
書
の
解
讃
、
更
に
そ
れ
ら
が
出
現
し
た
歴
史
的
背

景
の
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
第
三
章
が
特
に
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
な
お
、
二
一

頁
の

戸内・

ロ
S
に
つ
い
て
の

森
安
氏
の
研
究
お

よ
び

河
芸
忌

2
p
玄
2

0
雨
氏
の
研
究
が
時
を
同
じ
く
し
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
を
つ

け
く
わ
え
て
お
く。

(0・
7
-
2
0
h
w
}ハ
・月
三戸
『r
o
g
-
-a同
WE
r
E《
F
E
-Mn
r
可

申
内
同
時

on
Y
2
E
5
5
同
-
円
円

C
『

乞

回

n
r
o『

ω目
以
円
釦
円

7
0
ロロ門日

t
r
o同
区

内

}

百
円

ω
n
FH
ユ同
7
3

、H，Z
H
N
N
)
〉
向
。
ロ
品
ll
N
(
H
U
∞
品
)
N∞
白11
臼
ω
一
↓
2
-
N
N
H
)
〉
向
。
ロ
印
ll
H

C
S
3
81
2
・
森
安
孝
夫
「
チ
ベ
ッ

ト
文
字
で
書
か
れ
た
ウ
イ
グ
ル
文
例
数

数
理
問
答
屯
・

?
H
NS
)
の
研
究」
、
『
大
阪
大
皐
文
間
学
部
紀
要
』
二
五

(
一
九

八
五
)
一
ー
ー
八
五
頁
)
。
〔
毎
日
新
聞
二

九
八
六
年
七
月
二
十

一
日
付
朝
刊
は
、

敦
爆
莫
一高
窟
第
四
六
四
窟
よ
り
ウ
イ
グ
ル
文
を
含
む
壁
査
が
五

O
ω
四
方
、

九
枚
に
分
け
て
切
断
さ
れ
持
ち
去
ら
れ
た
と
い
う
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な

ニ
ュ
ー

ス

を
、
一
面
ト

ッ
プ
で
報
じ
た
。
こ
の
四
六
四
窟
こ
そ
、

森
安
論
文
に
よ
っ
て
そ

の
極
度
の
重
要
性
が
明
示
さ
れ
た
ば
か
り
の
ベ
リ
オ
編
銃
一
八
一
窟
で
あ
り
、

こ
の
事
件
が
人
類
文
化
史
上
に
輿
え
る
衝
撃
の
大
き
さ
は
、
貧
は
新
聞
報
道
以
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コ
l
タ
ン
語
文
献
は
、
熊
本
論
文
、
お
よ
び
岩
松
論
文
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
て

い
る
。
熊
本
論
文
は
主
要
な
コ
1
タ
ン
文
書
を
内
容
別
に
分
け
、
各
文
書
に
謝

し
て
簡
潔
な
解
説
と
研
究
欣
況
を
奥
え
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
世
俗
文
書
の
章

は
、
明
日
B
g
n
r
の
の

Rhb
に
は
な
い
多
く
の
有
盆
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い

る
。
第
一
に
強
調
し
た
い
の
は
、
ソ
グ
ド
語
文
献
の
吉
田
氏
と
共
に
、
こ
れ
ま

で
日
本
で
研
究
者
が
い
な
か
っ
た
中
期
イ
ラ

γ
語
の
分
野
に
お
い
て
、
世
界
の

皐
問
的
水
準
を
超
え
る
研
究
者
を
こ
こ
に
も
つ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
黙
で
あ

る
。
従
っ
て
、
熊
本
、
吉
田
爾
論
文
に
提
示
さ
れ
た
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に

F
ニ
3
・

z
g巳
ロ
岡
・
明
日
目
司
王
同
等
の
研
究
〈
即
ち
二
次
文
献
)
に

の
み
基
づ
く
の
で
は
な
く
執
筆
者
自
身
の
原
典
研
究
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
黙
に
お
い
て
正
に
「
皐
問
的
に
信
頼
で
き
」
、
且
つ
未
設
表
の
研

究
成
果
に
関
す
る
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
黙
で
「
ア
ッ
プ
ト
ゥ
デ
イ
ト
」
な
ガ

イ
ド
な
の
で
あ
る
。
編
者
は
し
が
き
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
の
出

版
は
不
幸
な
事
態
に
よ
っ
て
相
嘗
遅
れ
た
が
、
そ
の
た
め
に
熊
本
、
吉
田
雨
論

文
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
結
果
的
に
本
書
の
債
値
を
高
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。岩

松
論
文
は
併
数
皐
者
の
執
筆
に
よ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
た
だ
、
岩

松
氏
自
身
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
コ

l
タ
ン
語
の
専
門
家
で
は
な
い
た
め
、

現
在
の
コ

l
タ
ン
撃
の
成
果
を
十
分
に
ふ
ま
え
て
い
な
い
。
例
え
ば
敦
埋
出
土

が
明
ら
か
な
コ

l
タ
ン
語
文
献
を
ス
タ
イ
ン
本
の
み
と
す
る
記
述
三
四
二

頁
)
は
、
現
在
で
は
誤
り
で
あ
り
、
岩
松
論
文
に
翠
げ
ら
れ
て
い
る
以
外
に
多

く
の
敦
爆
出
土
コ

l
タ
ン
語
文
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
熊
本
論
文
を
見

れ
ば
明
白
で
あ
る
。
『
無
量
蕎
宗
要
経
』
に
関
す
る
記
述
は
詳
し
い
が
、
コ

l

タ
ン
本

ω良
戸
の
存
在
に
つ
い
て
は
燭
れ
て
い
な
い
。
回
巳

-4・
田
久
保
氏

等
の
研
究
に
糾
問
す
る
十
分
な
批
判
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
コ

l
タ
ン
語
文
献

の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
は
護
者
は
熊
本
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
岩
松
論
文

は
コ

l
タ
ン
語
文
献
全
盛
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
数
黙
の
併
数
文

書
に
つ
い
て
は
併
数
皐
の
知
識
を
生
か
し
た
詳
し
い
記
述
が
あ
り
参
考
に
な
ろ

よ
J

。吉
田
論
文
は
、
敦
煙
出
土
の
す
べ
て
の
ソ
グ
ド
語
文
書
に
つ
い
て
の
必
要
最

小
限
な
情
報
を
極
め
て
簡
潔
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
(
ト
ル
フ
ァ

ン
出
土
の
文
書
に
つ
い
て
は
近
く
出
版
す
る
強
定
と
の
こ
と
で
あ
る
)
。
た
だ

読
明
が
ほ
と
ん
ど
加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
み
す
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、

敦
短
文
書
全
鎧
の
性
格
に
関
す
る
お
も
し
ろ
い
情
報
が
こ
の
中
の
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

ベ
リ
オ
本

戸
∞
お
よ
び
ス
タ
イ
ン
本
。
ア
∞
N
H
N
¥
告
の
裏
面
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
表
の
ソ
グ
ド
文
の
内
容
を
示
す
題
が
漢
文
で
示
さ
れ
て
い
る
(
一
九
一

頁
、
一
九
八
頁
〉
。
こ
の
漢
文
は
今
世
紀
に
入
っ
て
護
掘
後
書
か
れ
た
も
の
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
が
完
本
で
は
な
く
同

g
m
s
g同
の
一
泉
で
あ
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
司
・
臼
〈
一
九

O
頁
〉
の
文
書
は
、
吉
伸
広
四
葉
か
ら

成
り
、
そ
の
う
ち
一
葉
は
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
。

(
O『
-

S
H
N
¥
∞
。
∞
)
こ
れ
は
首
尾
敏
の
潟
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
正
し

い
順
序
で
ベ
リ
ォ
、
ス
タ
イ
ン
本
を
通
し
て
漢
字
で
番
貌
が
う
た
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
現
代
の
書
き
込
み
と
は
思
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
は
、
識
経
洞
に
運

び
込
ま
れ
た
際
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
こ
れ
ら
の
ソ
グ
ド
語
の
同
日
間
目
。
己

(
即
ち
屑
)
に
誰
か
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
内
容
を
記
し
整
理
し
た
と
い
う
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
吉
田
氏
は
、
註
〈
ロ
〉
(
一
九
五
頁
〉
に
お
い
て
ソ
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グ
ド
語
の
栂
宗
文
献
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
最
近

大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
栂
宗
に
関
係
の
深
い
法
王
経
の
ソ
グ
ド
誇
(
但
し
ト

ル
フ
ァ
ン
出
土
)
が
あ
る
こ
と
を
設
見
し
た
こ
と
を
附
け
加
え
て
お
く
(
『
オ
リ

エ
ン
ト
』
第
二
八
巻
第
二
銃
一
九
八
六
年
三
月
〉
。

第
二
部
は
第

一
部
と
は
異
な
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
文
書
を
網
羅
的
に
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
の
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
ご
と
に
関
連
の
敦
煙
文
書
を
紹
介
し

問
題
黙
を
論
じ
る
と
い
う
、
よ
り
論
文
集
聞
な
構
成
で
あ
る
。

さ
て
チ
ベ
ッ
ト
語
併
数
文
献
に
つ
い
て
は
、
唯
議
文
献
(
袴
谷
憲
昭
)
、
併

敬
綱
要
書

〈
松
本
史
朗
〉
、
中
観
系
資
料
(
斉
藤
明
〉
、
タ
ン

ト
ラ
経
典
(
卒
松

敏
雄
〉
、
潟
経
事
業
(
西
岡
租
秀
〉
、
律
文
献
(
沖
本
克
己
〉
、
吐
蕃
誇
経
史
(
原

因
究
)
の
諸
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
テ
1
7
の
選
揮
の
基
準
や

順
序
に
つ
い
て
は
特
に
読
明
が
輿
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
敦
煙
チ
ベ
ッ
ト

品
開
数
文
書
に
は
こ
れ
以
外
の
系
列
の
も
の
は
な
い
の
か
、
例
え
ば
有
名
な
稿
文

献
は
、
と
い
う
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
も
湧
く
。
テ
ー
マ
の
選
鐸
は
お
そ
ら
く
本

講
座
の
他
の
巻
と
の
関
係
も
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
た
も
の
(
チ
ベ
ッ
ト
の
栂
文

献
に
つ
い
て
は
第
八
巻
『
敦
煙
併
典
と
郁
』
に
沖
本
克
己
、
木
村
隆
徳
氏
の
論

文
が
あ
る
)
と
思
う
が
、
で
き
れ
ば
編
者
山
口
瑞
鳳
氏
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
文
献

金
慢
の
総
括
的
設
明
が
欲
し
か
っ
た
。
例
数
文
献
に
関
す
る
論
述
の
内
容
に
つ

い
て
の
評
債
は
評
者
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
以
下
特
に
気
付
い
た
粘
'

の
み
を
記
す
。

袴
谷
論
文
は
、
現
在
一
番
手
の
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
敦
爆
の
唯
識
文
献
を
ま

ず
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ひ
ろ
い
だ
す
と
い
う
基
礎
的
な
作
業
を
試
み
た
力
作
で
あ

り
、
草
間
新
謬
語
に
つ
い
て
の
興
味
有
る
議
論
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

松
本
論
文
は
、
敦
煙
チ
ベ
ッ
ト
文
献
中
五
黙
の
綱
要
書
を
誇
し
、
そ
れ
ら
を

後
代
の
の
z
r
E
P俗
》
文
献
並
び
に
イ
ン
ド
の
綱
要
書
と
針
比
し
て
問
題
黙

を
論
じ
、
更
に
ヨ
仏
O
臼

L
O
B
-
-
ι
r
c
g
p
自
己

.
Z
O門
的

百

三

《

同

日

出

J

仏『ロ

ヨ
白
の
二
術
語
に
つ
い
て
新
解
緯
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
解
穫
に
つ
い
て

は
、
袴
谷
論
文
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
銃
に
松
本
氏
の
別
の
論
文
で
知
ら

れ
象
界
の
反
響
を
呼
ん
で
い
る

(
0
・
m-
梶
山
雄
一
「
チ
ベ
ッ
ト
皐
設
綱
要
書

の
諸
問
題
」
、
西
田
龍
雄
編
『
チ
ベ
ッ
ト
文
化
の
総
合
的
研
究
』
昭
和
五
十
八

年
三
月
京
都
大
摩
文
筆
部
一
一
一

IB-
-一一六
頁
)
。
綱
要
書
の
謬
に
つ
い
て
は
文
献

A
P・
戸
⑦
の
み
を
原
文
と
劉
照
し
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
文
の
解
緯
に
若
干
の
疑

問
黙
が
あ
る
の
で
以
下
に
掲
げ
た
い
(
↓
の
後
に
示
し
た
の
が
拙
案
で
あ
る
)
。

二
六
七
頁
一
五
行
「
人
と
我
は
無
い
」

m
g
m
g岡
z
r
e
m
E
ω
ヨ円

FZ
↓

「
人
に
お
い
て
我
は
無
い
」
・
同
一
六
行
「
ど
こ
に
も
法
し
か
存
在
し
な
い
」

〔円『
O
悶
〕

可

g
m
n
F
2
2
ω
B
E
E
ヨ
曲
目

nrz
↓

「
法
も
法
の
み
と
し
て

は
存
在
し
な
い
/
法
も
法
と
し
て
し
か
存
在
し
な
い
」
一
二
六
八
頁
五
|
六
行

「
法
に
も
色
の
溢
以
外
に
我
は
無
い
と
理
解
し
」
円

F
S
F
E高
官
ロ
岡
田

ZF

Z
g問

3
2
ω
ヨ

E
r
E
m
E司
E

Z『
『

g
官

Z
↓

「
法
に
お
い
て
も
色

殖
の
み
が
無
我
で
あ
る
と
理
解
し
」
。
評
者
は
傍
数
チ
ベ
ッ
ト
語
に
は
門
外
漢

な
の
で
恩
わ
ぬ
誤
解
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
松
本
氏
の
ご
数
示
を

乞
う
。斉

藤
論
文
で
は
、
『
修
習
次
第
』
ベ
リ
オ
本
が
、
中
間
-部
分
が
飲
落
し
た

(
即
ち
嘗
時
既
に
歓
落
し
て
い
た
)
ス
タ
イ
ン
本
を
筆
骨
局
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
指
摘
。
三
二
五
|
一
一
一
一
一
一
八
頁
〉
が
非
常
に
お
も
し
ろ
い
。

卒
松
論
文
で
は
、
最
初
に
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
王
に
よ
る
併
数
導
入
の
経
過
が

タ
ン
ト
ラ
と
の
関
係
を
中
心
に
大
臓
に
概
観
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
準
接
す
る
資

料
と
し
て
、
羽
田
野
、
松
長
雨
論
著
が
奉
げ
ら
れ
る
の
み
で
一
次
資
料
に
は
言
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及
が
な
い
。
そ
の
論
黙
が
一
次
資
料
に
よ
っ
て
直
接
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
か
、

或
は
準
撮
し
た
論
著
の
推
論
結
果
に
依
る
も
の
か
の
別
(
一
次
資
料
が
あ
る
場

合
に
は
そ
の
文
献
名
〉
を
明
示
し
て
お
く
の
が
良
心
的
で
あ
ろ
う
(
そ
れ
が
既

に
皐
界
で
定
説
と
な
っ
た
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
〉
。
敦
爆
の
密
教
は
、
漢
文
、

チ
ベ
ッ
ト
文
と
も
に
ま
だ
研
究
が
十
分
進
ん
で
い
な
い
が
、
密
教
経
典
の
成
立

年
代
等
に
も
関
連
し
て
今
後
の
進
展
が
最
も
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。

西
岡
論
文
は
、
吐
蕃
支
配
期
の
敦
爆
に
お
け
る

『
無
量
詩
宗
要
経
』
、
『
大
般

若
経
』
を
中
心
と
す
る
篤
経
事
業
の
解
明
を
目
指
し
た
も
の
で
、
ト
l
マ
ス
が

紹
介
し
た
篤
経
関
係
文
書
の
優
れ
た
新
誇
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
極
め
て
大

規
模
な
潟
経
事
業
の
賞
態
に
つ
い
て
は
、
上
山
大
峻
氏
も
研
究
中
と
聞
く
が
、

特
に
篤
経
生
の
組
織
を
中
心
に
今
後
の
解
明
が
待
た
れ
る
。
ま
た
筋
義
軍
期
の

骨
局
経
、
謬
経
の
質
態
|
|
例
え
ば
『
法
王
経
』
(
チ
ベ
ッ
ト
文
)
、
『
阿
菊
陀
経
』

(
漢
文
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
〉
等
ー
ー
に
つ
い
て
も
研
究
が
望
ま
れ
る
。
震
経
生

お
よ
び
校
勘
者
に
つ
い
て
は
、
既
に
各
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
た
リ
ス
ト
を
作

り
得
る
獄
況
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
を
引
く
の
は
、
篤
経
生
お
よ
び
校
勘
者
の

名
前
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
名
前
は
そ
の
構
成
か
ら
次
の
四
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ

る。

ω
姓
名
が
チ
ベ
ッ
ト
語
の
も
の

ω
姓
名
が
欝
語
の
も
の

ω
姓
が
漢
語
で
、
名
が
チ
ベ
ッ
ト
語
の
も
の

ω
姓
が
漢
語
で
、
名
が
チ
ベ
ッ
ト
語
、
漢
語
以
外
の
も
の

ωは
純
粋
の
チ
ベ
ッ
ト
人
で
少
数
で
あ
る
。
大
多
数
は

ωー
ω即
ち
漢
語
姓
を

も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
語
姓
は
西
岡
氏
が
比
定
し
て
い
る

(ω
品

索
、
。

g
m
張、

6
0
杜
〔?
〕
、
ピ
李
、
巧

g
m
王、

F
B
氾
)
以
外
に

も
相
首
数
が
比
定
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「

g
同
V
o
令
狐
、
』
oJh
曹、

ra口
町
梁
、
町
内
自
問
¥
町
内

E
口
町
康
、
国

d
Z
何
/
華
〈
?
〉
、
回
目
陰
、
回
〕
ユ
米
、

u
o
J
H
賞
、
町
内
。
口
問
孔
、
口
口
同
郷
、

w

のロ
¥
。
ロ
呉
/
伍
、

F
ピ

包
(
0
・〉
。
興

味
が
あ
る
こ
と
に
名
に

z
o
の
構
成
素
を
持
つ
も
の
が
極
め
て
多
い
。

的

d
o
z
p
r
u、。ロ

Z
0・
F
5
2
P
F同
B
a
o
-
-
2
0・
4
司

g岡
2
0・

川

w
-
E
2
0
・臼
E
g
o
-
回

r
z
m
Z
0・
8
ロ
Z
0・
r
E
2
0・
B
E
g
o
-

こ
の

2
0
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の

Z
Z
「
時
」
で
は
な
く
、
漢
語
の
「
子
」
の

王
国
篤
で
あ
ろ
う

(wE
は
「
奴
」
か
〉
。
的
群
の
も
の
は
第
一
構
成
素
も
明
ら
か

に
漢
語
で
あ
る
。
し
か
し
的
群
の
も
の
に
は

-
Z
2
0
の
よ
う
に
チ
ベ
ッ
ト
語

と
漢
語
を
繍
け
た
と
み
な
せ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
例
と

ωの
タ
イ
プ
の

中
関
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
乃
至

ω、
ωの
タ
イ
プ
の
姓
名

を
も
っ
者
は
、
敦
拍
居
住
民
の
複
雑
な
民
族
構
成
を
解
く
手
が
か
り
に
な
ろ
う
。

四

-195ー

第
二
部
の
後
宇
は
、
非
併
数
文
献
の
概
設
で
あ
り
、
編
者
山
口
瑞
鳳
氏
に
よ

る
俗
文
書
お
よ
び
ポ
ン
教
文
献
の
概
設
と
、
今
枝
由
郎
氏
に
よ
る
中
園
・
イ
ン

ド
古
典
の
チ
ベ
ッ
ト
語
誇
、
翻
案
の
章
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
古
チ
ベ
ッ
ト
語

俗
文
書
の
概
設
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。
俗
文
書
の
整
理
分
類
は
、
敦
煙
・

ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
全
健
を
概
観
す
る
た
め
に
も
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
さ
て
本
書
で
は
、
俗
文
書
と
し
て
「
チ
ベ
ッ
ト
史
文
献
」
、
「
史
停

文
皐
」
、
「
官
文
書
と
公
文
書
」
、
「
私
文
書
」
、
「
吐
蕃
支
配
期
以
後
の
諸
文
書
L

、

「法
律
文
書
」
、
「
占
い
手
引
書
」
、
「
盤
療
文
献
」
の
章
が
お
か
れ
て
い
る
。

山
口
氏
は
、
講
座
と
し
て
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
上
記
の
各
ジ
ャ
ン
ル
か

ら
興
味
深
い
文
献
を
と
り
だ
し
、
出
来
る
だ
け
多
く
翻
誇
紹
介
す
る
方
針
を
と

っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
文
書
の
分
類
の
基
準
(
こ
れ
ら
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
の
文

献
の
有
無
)
、
文
書
の
書
式
、
研
究
獣
況
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
特
に
-
記
さ
れ
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て
い
な
い
。
俗
文
書
の
分
類
は
、
色
々
な
翻
貼
か
ら
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る

が
、
一
つ
の
や
り
方
は
、
書
式
に
基
づ
い
て
文
書
を
分
類
す
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
手
紙
文
書
、
契
約
文
書
、
合
計
文
書
、
占
い
文
書
等
は
、
他
と
区
別

さ
れ
る
明
確
な
文
書
形
式
を
持
ち
、
ま
た
書
式
に
よ
っ
て
更
に
下
位
分
類
さ
れ

い
句
こ
の
よ
う
に
文
書
形
式
の
分
類
を
通
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
内
在
す
る

分
類
基
準
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

き
て
上
述
し
た
よ
う
に
、
各
章
で
は
多
く
の
文
書
が
翻
謬
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
多
く
は
山
口
氏
自
身
あ
る
い
は
パ
コ

l
、
ト

I
マ
ス
等
に
よ
っ
て
既

に
誇
出
さ
れ
て
い
る
が
(
特
に
「
チ
ベ
ッ
ト
史
文
献
」
、
「
史
博
文
事
」
の
章
〉
、

こ
こ
で
初
め
て
謬
出
さ
れ
る
文
書
も
あ
る
(
特
に
「
私
文
書
」
、
「
錦
義
軍
期」、

「
燭
療
」
〉
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
脱
誇
を
大
き
く
改
訂
し
た
優
れ
た
も
の
で
、

現
在
最
高
水
準
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
、
一
見
さ
り
げ
な
く

誇
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
質
は
現
時
給
で
は
未
知
の
語
奨
を
多
く

含
ん
だ
難
解
な
文
書
を、

背
景
に
制
到
す
る
深
い
理
解
と
チ
ベ
ッ
ト
語
摩
の
知
識

に
基
づ
く
推
論
で
補
っ
た
苦
心
の
誇
で
あ
る
。
従
っ
て
、
山
口
氏
自
身
も
述
べ

て
い
る
よ
う
に
(
四
五
二
頁
)
、
難
解
な
語
句
の
解
縛
に
は
ま
だ
疑
問
の
除
地
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
も
事
寅
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
煩
雑
な
注
記
を
避
け
て
い

る
た
め
、
如
何
な
る
経
路
を
た
ど
っ
て
本
書
の
譲
が
案
出
さ
れ
た
の
か
評
者
に

は
理
解
で
き
な
い
筒
所
も
多
い
。
そ
れ
ら
全
て
に
つ
い
て
評
者
が
別
案
を
も
っ

て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
こ
こ
で
多
く
を
論
ず
る
の
は
煩
雑
に
す
ぎ
る
の
で
、

以
下
に
若
干
の
例
を
穆
げ
私
案
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
(
↓
以
下
が
私
案
と

そ
の
理
由
で
あ
る
)
。

的
四
五
四
|
四
五
五
頁
「
王
統
表
」
日
「
天
か
ら
〔
降
っ

た
〕
:
:
:
そ
の
御
子

は、」
m
E
B
H
E
r
r三
巴
曲

E
¥
可帥
r
-
r曲
正
創
問
仏
門
口
問

r
r
c問
帥
官
」
臼
E
M
¥

↓
「
庚
大
な
天
の
上
に
ヤ
プ
ラ
・
ダ
ク
ド
ゥ
ク
〈
父
一
柳
で
あ
る
六
主
〉
が
ま
し

ま
し
た
。
そ
の
御
子
が
」
。

-
z
r
は
辞
書
で
は
「
庚
い
」
の
意
味
で
あ
る
。
私

語
で
は
、
ヤ
プ
ラ
は
天
上
に
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
方
が
以
下
の
文
に
示
さ

れ
る
、
「
そ
の
孫
次
r
ユ
ロ
百
四
が
初
め
て
地
上
に
お
来
し
に
な
っ
た
」
と
い

う
記
述
に
あ
う
。
一
「
テ
ィ

l

・
ド
ク
ン
ツ
ィ
ク
の
御
子
は
・:
:
地
父
た
る
銀

め
と
し
て
お
来
し
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」

r
rユ
ぷ
『島区ロ

z
r紅白

ruユ回『曲目

¥
r
Fユ
ロ
可
白
m
r
r
z
r
z白
ロ
司
o
h
凹
俗

ιom-mw
可
c-
可陶
r
r
u、』円』
0
¥
ιom

u
『曲『

z
r
z『
含
岡
田
宮
四
回
臼
。

¥
↓
「
テ
ィ
!
・
ド

ゥ
ン
ツ
ィ
ク

(七
人
の

節
〉
の
御
子
(
で
あ
る
)
テ
ィ
・
ユ
ャ
ク
テ
ィ

・
ツ
ェ
ン
ポ
が
、
地
上
(
?
)

に
お
け
る
園
父
(
達
〉
の
主
(
即
ち
〉
地
(
上
に
お
け
る
圏
)
父
(
逮
〉
の
支

配
者
と
し
て
お
来
し
に
な
っ
た
。
」
風
格
が
「
た
る
」
の
意
味
に
な
ら
な
い
と

思
う
。

zι
。
聞
は
、
山
口
氏
に
従
っ
て
「
地
上
」
と
し
た
が
、
評
者
に
は
ま

だ
不
詳
で
あ
る
。

一
「
プ
l

(
カ
ム
地
方
〉
の
迎
え
入
れ
た
六
侯
」
回
邑

E

問-
u
孟問

ι
=
m
↓
「
ポ
エ
(
中
央
チ
ベ
ッ

ト
)
地
方
の
六
(
匹
)
の
ヤ
ク
」
。
山

口
誇
は
非
常
に
魅
力
的
で
は
あ
る
が
、
何
故
そ
う
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
私

謬
は
直
露
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
「
ヤ
ク
」
は
-崎
倫
明
と
考
え
る
。
回
え
(
と
附

図
)
を
カ
ム
地
方
と
す
る
考
え
は
評
者
に
は
ま
だ
疑
問
で
あ
る
。
山
口
設
は
多

〈
の
論
議
に
基
づ
く
も
の
で
、
こ
こ
で
簡
単
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

車
純
に
考
え
て
、
例
え
ば
こ
の
引
用
文
に
お
い
て
、
図
。
品
"
カ
ム
地
方
の
記
述

で
ツ
ア
ン
ポ
江
お
よ
び
ヤ
ル
ラ
・
シ
ャ
ン
ポ
を
各
々
川
と
山
の
代
表
と
す
る
の

も
不
自
然
に
思
え
る
。

ω
四
六
七
|
四
六
八
頁
口
「
河
、
河
、
:
:
:
嬉
し
い
」

n
zr
n
z
r
E
司
Z

『。-同
MHw
h
〕言円円
rHwr
ロご
ν
「曲『
o-
ロ
ω
h
E
〕『七回

E
自

u
z
rロ
M
g
¥
子
曲
ぷ
口
一

切『曲回唱。

rNrc間同
h
H』o
r品
。
ロ
ロ
F
F
r
o
-
品
ロ
島
町
内代¥同
町曲『内田何回

muユ
帥
ロ

F

z
s
ι
E
ι
官
、
↓
「
河
、
河
の
彼
方
に
〈
/
力
(
の
〉
河
の
彼
方
に
〉
、
ャ
ル

〈
ツ
ア
ン
ポ
)
河
の
彼
方
に
、
人
の
子
で
あ
っ
て
、
紳
の
子
で
あ
ら
れ
る
、
員

-196一
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の
主
(
が
〉
支
配
す
る
の
は
喜
び
、
員
の
鞍
が
上
に
乗
る
の
は
喜
び
。
」
こ
こ

で
は
、
古
チ
ベ
ッ
ト
語
の
詩
の
技
法
で
あ
る
封
句
の
形
式
が
用
い
ら
れ
、
二
句

が
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
第
五
句
は
拍
数
の
た
め
に

具
格
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
年
代
記
』
第
四
章
で

同
じ
事
が
と
o
E
g
m〕己臼ロ
-
F
r
o
-
Z
¥
制官

E
g
m可
2
2
z
g
n
H
品
。
¥

「
員
の
主
が
支
配
し
た
。
員
の
鞍
が
上
に
乗
っ
た
。
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
。
ま
た
第
一
句
で
は
、

n
z
r
「
河
/
力
」
の
掛
け
言

葉
を
用
い
て
、
二
重
の
意
味
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
衣
例
で
も
同
様
で
あ

る。
防

四

七

O
|四
七
一
頁
一
「
御
政
道
は
:
:
:ム

ン
ト
レ
で
あ
る
。
」

n
z
r

nF同
『
ロ
同
司
rω
『
o-
ロ釦

¥uR戸『
nrω
『口
F
司『印

Ho-
ロ
印
¥
仏
間
ロ

mユ
ロ
HNFロ問唱。

ユ
0
¥
回
吋

h
w
F臼
E
r
r曲目

ι
=
r
r
o仏
¥
r
y曲
目
戸
白
血
包
『
B
o
m
ι
E
r
g
-
¥

臼
F円
三
口
8

2
ロ可白

d
oロ
唱
曲

¥ι
『
1
z
r
ω
『
巳
司
自
問
臼

g
Z
¥
E
Z日
ロ
釦

巳

n
z
r
問
n
r
a
M
g
¥
仲
間
自
岡
田
宮
巳
帥
B
2
8
8
¥
↓
「
河
、
河
の
彼

方
に
て
(
/
カ
の
河
の
彼
方
に
て
)
、
ヤ
ル
(
ツ
ア
ン
ポ
〉
河
の
彼
方
に
て
、

グ
テ
ィ
の
ジ
ン
ポ
ル
ジ
ェ
が
、
魚
か
ら
切
身
〔
一
口
大
〕
に
さ
れ
、
切
身
か
ら

無
に
さ
れ
た
。
キ
チ
ュ
河
か
ら
魚
を
と
る
の
は
(
/
〔
ジ
ン
ポ
ル
ジ
ェ
の
〕
筋

肉
か
ら
筋
を
と
っ
た
の
は
〉
、
ィ
ツ
ァ
プ
こ
と
パ
ン
ト
レ
。
ル
ム
の
地
で
河
を

せ
き
止
め
た
の
は
ハ
/
〔
敵
の
〕
力
を
分
断
し
た
の
は
)
、
ツ
エ
ン
タ
こ
と
モ

ン
ト
レ
。
」
同
じ
劉
句
形
式
を
と
り
、
二
句
と
九
句
の

n
z
r
「
河
/
力
」
、
七

句
の
臼

SF
「
キ
チ
ュ
河
/
筋
肉
」
、
ミ
ω
「
魚
/
筋
」
が
掛
け
言
葉
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

判
四
六
九
頁
一
「
鳥
ト
を
し
て
」

Z
白
聞
の
y
a
n
r
E問
↓
「
〔
敵
の
〕
行

動
を
分
断
し
て
」
。
上
例

n
z
r
聞
の
宮
内
回
宮
と
劃
比
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に

類
推
で
き
る
。

以
上
は
、
「
チ
ベ
ッ
ト
史
文
献
」
の
章
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
資
料
を
縦

横
に
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
、
吐
蕃
王
朝
成
立
史
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
次

の
「
史
俸
文
皐
」
の
章
は
、
同
じ
資
料
の
中
で
文
率
的
に
債
値
の
あ
る
も
の
を

紹
介
し
て
い
る
。
古
チ
ベ
ッ
ト
語
の
文
皐
に
は
、
詩
、
韻
文
が
重
要
な
比
率
を

占
め
て
い
る
。
古
チ
ベ
ッ
ト
語
の
詩
の
形
式
、
お
よ
び
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い

る
〈
上
述
し
た
よ
う
な
)
封
句
や
掛
け
言
葉
、
(
動
物
や
山
河
を
用
い
た
)
稽

喰
、
反
復
、
擬
一
音
・
擬
態
語
な
ど
の
技
法
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
れ
ば
有
盆
で

(
6
)
 

あ
っ
た
と
思
う
。

以
上
の
二
章
が
い
わ
ば
意
圏
的
に
編
集
さ
れ
た
文
献
を
扱
っ
て
い
る
の
に
針

し
、
以
下
の
章
は
狭
義
の
文
書
仏
0
2
5
0
E
の
解
説
で
あ
る
。
「
官
文
書
と
私

文
書
」
の
章
で
は
、
お
上
か
ら
の
通
達
文
書
を
重
黙
的
に
解
説
し
て
い
る
。
通

達
の
褒
信
源
と
し
て
、
王
宮
、
「
デ
の
大
臣
」
の
政
騰
、
大
軍
園
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
聞
の
関
係
は
従
来
明
確
で
は
な
か
っ
た
の
を
こ
こ
で
極
め
て
明
快
に

提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。
誇
に
つ
い
て
の
若
干
の
私
見
は

以
下
の
、
通
り
。

制
四
九
二
頁
日
「
お
上
の
役
人
の
紳
聖
な
恩
義
の
お
蔭
で
我
等

-
F
O
E
-
も

立
っ
て
行
け
る
の
で
あ
っ
て
も
」
ユ
o
z
oロ
ぜ
r
c
-
m
-
h
r
E
昨
日

E
¥

E
白岡

E
m
-
F
o
g
-
B
m
O
B
P
O
B吾
g
r
u函
口
町
¥
↓
「
神
聖
な
お
上
の

役
人
の
お
慈
悲
に
〈
劃
し
て
我
々
鐙
人
(
も
)
頭
を
上
げ
て
(
お
願
い
し
ま

す
が
〉
」
。
山
口
謬
は
、
自
問
。
自
己
M
O
B
F
O
M
を

g
m
o
F
g
Z
「
能
自
立
」

2
r
o
m
-
m円
高
♂
司
・

5
3
と
関
連

e

つ
け
て
解
緯
し
た
と
推
測
す
る
が
、
拙
案
で

は
、
ヨ
岳
O回
H
B吾
0

・r
g
(の
r
g
s問
g
m臼
-
M
Y
8
3
と
解
し
た
。

F
O
E
-

に
つ
い
て
は
、
国
-
m
F
n
r
R内田臼
O
P
E切払・目
uomw口内
H
F
r
o
'
rとこ

NW

句。b-切

出
、
〈
同
1
l
H

(

忌∞
ω
)
H
ω
白

l
l
∞
お
よ
び
拙
論

2
0
2
z
o
z
、『
5
2
2
当
日
ι

E
S
a
z
-
-w
M
V
E
R
a
s
h旬
。
¥
冬
、
ど
MH
。
包
図
入
山
弘
之

g
-
-
N
ハ
忌
宮
)

H

U
叶

-197ー
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-
∞
参
照
。
「
そ
の
よ
う

〔
な
お
許
し
〕
に
救
印
を
賜
り
た
い
と
大
宰
相
が
云

う
。」
ぶ
戸

Z
r
E
E
司

r
z
m
a
E
ω
g
-
E
m
n
F
2
h
N
r
E
m
Zロ
円

F
2

3
」
自
円
五

¥
↓
「
そ
の
乞
ユ
-
こ
の
〕
よ
う
に
〔
許
可
す
る
〕
赦
印
を
輿
え

よ
と
い
う
大
向
論
の
文
書
を
」
。

倒
四
九
三
頁
・
「
前
借
り
の
部
落
聞
の
交
換
と
受
領
」
自
宮
田

Z
Z
包
。

ユ
g
↓
「
以
前
の
貸
し
分
と
利
子
」
。
詳
細
は
、
。

r-
P・
告
の
拙
誇
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈註
(
2
〉
拙
論

3
・8
H
l
ω

巴
)

「
吐
蕃
支
配
期
以
後
の
諸
文
書
」
の
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
文
書
は
、
吐
蕃
支

配
期
以
降
の
河
西
に
お
い
て
チ
ベ
ッ
ト
語
が

-
5
m
E
P
g
g
と
し
て
庚
く

用
い
ら
れ
て
い
た
状
況
を
示
し
、
チ
ベ
ッ

ト
文
献
の
年
代
を
考
え
直
す
必
要
を

示
唆
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ゥ
ラ
イ
氏
が
先
鞭
を
つ

(
7〉

け
、
評
者
も
若
干
の
資
料
を
加
え
た
が
、
ウ
ラ
イ
氏
は
昨
年
の

r
z
g
a
F
O
E
-

ヨrogロ
ω
2
3
2吋
で
も
こ
の
問
題
に
関
し
て
妥
表
を
行
っ

た
と
聞
く
。
現

在
こ
の
時
期
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
文
献
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
が
、
今
後

更
に
見
い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
日以
・
?
£
・
也
∞
品
・
5

8

・
5

2

・H
o
s
-
H
H
CP

H
H
N
O

〈・]戸
]FN
品-
H
H
N
印・

]{】eN
申
・]戸]戸
ω
H
-
H
H
∞∞〈・

]己v
∞由『・
H
N
H
H
-
H
N
H
N
・
H
N
N
0

・

H
N
N
印-
H
N
印白
3

H

N
∞品
・国
-
E
-
N
H
C
印-
N
H
H
H

一
の
『
・
吋
ω

一〈
j
H
A肝

U

〈』
U

の
H
U
O
U

北
京
本
北
一
八
二
挽
(
皇
四
十
七
〉
〈
よ

ω
S
2
Z
o
-臼件。
5
m
o
-
-
-

輿
え
ら
れ
た
紙
面
を
既
に
超
え
て
い
る
の
で
、
他
の
章
に
つ
い
て
は
論
-許
で

き
な
い
が
、
難
解
な
文
献
を
こ
の
よ
う
に
卒
易
な
形
で
我
々
に
提
供
し
て
下
さ

っ
た
山
口
氏
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
今
後
の
我
々
の
研
究
の
道
標
に

な
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
い
。
本
書
で
は
主
要
な
文
献
の
み
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
千
字
文
、
九
九
算
表
、
文
字
の
練
習
等
の
ジ
ヤ

γ
ル
の
文
献
が
あ
る
こ
と
を
附
け
加
え
て
お
こ
う
。

今
枝
論
文
は
、
併
典
以
外
の
イ
ン
ド
古
典
(
ラ
1
7
1
ヤ
ナ
〉
と
中
園
古
典

(『向
書
』

お
よ
び
『
戦
園
策
』
)
の
チ
ベ
ッ
ト
誇
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
解
設
で

あ
る
。
中
園
古
典
か
ら
の
借
用
と
し
て
は
、
他
に
ポ
ン
数
文
献
の
N
2・E
F
m
の

中
に
孔
子
が
三
人
の
重
子
に
舎
う
話
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
サ
ム
テ
ン

・

カ
ル
メ
氏
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

『
チ
ベ
ッ
ト
年
代
記
』
の
中
に

『
史
記
』
中
の
一
挿
話
の
翻
案
が
あ
る
こ
と
を
評
者
が
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
中
園
古
典
か
ら
の
借
用
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
仰
典
翻
誇
と
は

異
な
り
、
非
常
に
自
由
で
、
翻
謬
と
い
う
よ
り
翻
案
と
い
う
べ
き
形
式
を
と
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
そ
れ
ら
の
作
品
を
書
い
た
チ
ベ

ッ
ト
人
が

中
園
古
典
に
相
嘗
-通
院
し
て
い
た
こ
と
を
一
示
す
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
今
後
更

に
中
園
古
典
の
翻
案
が
見
い
だ
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。

五

-198-

チ
ベ
ッ
ト
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
就
い
て
気
に
な
る
黙
が
あ
る
。
山
富
時
の
震

音
が
確
貨
に
再
構
成
さ
れ
て
い
な
い
現
時
黙
に
お
い
て
は
、
固
有
名
詞
も
現
代

ラ
サ
、
中
央
方
言
の
夜
一
音
に
準
じ
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
す
る
の
は
や
む
を
え
な

い
。
た
だ
現
代
語
の
波
音
を
表
そ
う
と
し
て
時
に
誤
っ
た
方
向
に
向
か
う
こ
と

も
あ
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
本
書
で
は
E
o
ロ

ル
ン、

.mg
グ
l
、
r
o仏
プ
ー

の
よ
う
に
、

-OP
，s
-
a
O品
の
.
。
を
「
ウ
」
で
寓
し
て
い
る
。
こ
の
方
式
は

現
在
{荏
看
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

O

が
「
前
舌
化
」
し
た
音
で

あ
る
の
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
前
舌
化
し
た

o
は
、

い
わ
ば
「
オ
」
と
「
エ
」
の
閲
で
あ
っ
て
、

決
し
て
高
舌
化
し
て
「
ウ
」
や

「イ
」
に
近
く
な
っ
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
を
篤
す
に
は
「
オ
」
乃
至

「オ

ェ
」
を
用
い
る
ほ
か
な
く
、
こ
の
よ
う
に
「
ウ
」
を
用
い
る
の
は
貧
際
の

夜
音
か
ら
よ
り
離
れ
る
だ
凶
円
で
あ
る
か
ら
や
め
る
べ
き
で
あ
る
(
こ
の
方
式
で
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は
、
ポ
ン
数

r
g
も
プ
ン
数
と
表
す
こ
と
に
な
る
〉
。

な
お
チ
ベ

ッ
ト
語
の
ロ
ー
マ
字
縛
篤
方
式
に
関
し
て
い
え
ば
、
本
書
を
は
じ

め
東
京
で
は
「
北
村
・
ワ
イ
リ
l
方
式
」
と
よ
ば
れ
る
方
式
が
定
着
し
つ
つ
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
ワ
イ
リ
1
氏
の
方
式
は
、
、
H

，
・
宅
三
-
0

・
2

〉

ω
g
E
R
ι

ωヨ
g
s
。問、
H
J
r
o
gロ
吋
E
ロ
帥
円
ユ
ヨ
一
。
ロ
ョ
同
~
b匂
N
N
(
H
8
3
8
Hー
ミ
で

一
不
さ
れ
、
ま
た
北
村
数
授
の
方
式
は
、
北
村
・
西
田
「
チ
ベ
ッ
ト
文
字
縛
篤
と

チ
ベ
ッ
ト
語
表
記
」
(
『
日
本
西
磁
準
禽
舎
報
』
第
七
統
一
九
六

O
年
)
で
提
出

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
雨
者
を
統
一
し
た
「
北
村

・
ワ
イ
リ
l
方
式
」
を
提
唱

し
た
文
献
の
存
在
を
評
者
は
知
ら
な
い
。
ワ
イ
リ
l
、
北
村
・
西
国
間
方
式

は
、
円
与

E
の
表
記
を
除
き
基
本
的
に
一
致
す
る
の
で
、
便
宜
的
に
雨
者
を

統
合
し
た
も
の
と
想
像
す
る
。
し
か
し
、
「
北
村

・
ワ
イ
リ
l
方
式
」
で
は
、

ワ
イ
リ
ー
が
は

っ
き
り
否
定
し

(
評
者
も
そ
れ
に
同
意
す
る
〉
、
固
有
名
詞
の

第

一
音
節
の
基
字
を
大
文
字
に
す
る
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
(
北
村
・
西
田
論

文
で
も
こ
の
方
式
は
と
っ
て
い
な
い
〉
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
畢
な
る
折
衷
で
は

な
く
新
し
い
方
式
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
提
唱
し
た
文
献
が
あ
る
は
ず
で
あ
る

が
評
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
の
で
御
数
示
願
い
た
い
。

イ
タ
リ
ッ
ク
に
す
べ
き
箇
所
を
下
線
で
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
(
斉
藤
、

卒
松
論
文
〉
の
は
、

印
刷
上
の
不
統

一
で
あ
る
。
文
献
番
挽
お
よ
び
引
用
文
献

の
書
式
も
若
干
不
統
一
で
あ
る
。

最
後
に
、
気
付
い
た
誤
字
・
誤
植
を
寧
げ
て
お
こ
う
(
表
示
は
頁
・
行
数
)
。

一一一

0
・
九
普
願
↓
普
賢
/
二
六
二
・
二
二
註
(
飴
)
↓
註
(
凶
)
/
二
六

六
・
四
、
二
六
七
・
四
、
二
九
四
・
八
述
語
↓
術
語
/
二
六
七

・三

四
文

献
↓
五
文
献
/
二
六
八
・
一
一

zz:mzm↓
詰
ロ
官
『
四
百
ω
/二
八
四
・

一
す
る
も
の
否
定
↓
す
る
も
の
を
否
定
(
?
)
/
二
八
五

・
七
存
在
す
る

と
は
成
立
し
な
い
ハ
文
意
不
明
?
〉
/
二
九
六
・
一
五
特
種
↓
特
殊
/
三
五

一
-
一
一
一
チ
ッ
ク
デ
ン
王
↓
チ
ッ
ク
デ
ツ
占
ン
王
/
一
一
一
六
一
二
・
一
四
困
↓

因
/
三
六
四
・
一
五

Y
五
O
八
↓
V
五
O
八
/
一
一
一
六
五

・
一
二
耳
目
吉
岡
正

↓
自
自
臼
口
司
五
/
三
七
八

・
七
戸
島
ス
↓
円
レ
ユ
/
三
八

0
・
三
七
四
四
年
↓

八
四
四
年
/
四

O
四
・
五
末
↓
未
/
四

O
五
・
二
城
↓
域
/
四

O
五
・
一

四
封
稽
表
↓
封
照
表
/
四
六

0
・
三
妄
↓
妥
/
四
六
九
・
一

O
同

Z
自国

ユ臼-oロ

B
Z
r
g↓
mZω
自
己
目
-
o
ロ

B
E
r
g/
四
七
一
・
一
六
ソ
↓
ゾ
/

四
七
六
・
一
七
テ
ィ
デ
・
ツ
ク
ツ
占
ン
↓
テ
ィ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ン
/
四
七
七

・

九

E
E
↓

E
E
/
四
七
九

・

二

孟
春
↓
仲
春
(
?
)
/
五
一
一
二
・
二

ι
E
-
g問
。
回
↓

ι3-
w問。ロ
/
五
二

0
・三

大
臣
が
↓
大
臣
/
五
六
八
・
一

一
規
を
一
に
す
る
↓
軌
を
一
に
す
る
。

註(

l

)

(

U

同-
E
C
E
w
z
n
o
ロ
印
可
z
n
t
o
ロ
【
目
。

Z

《∞-
E
H
O
円rb《官。
》
内山命、
H

，oロ
O
ロ
・

V
O
C
E
m
~
匂
み
の
の
円
、
×
只

(
H
g
c
al
g
・

(
2
〉
例
え
ば
、
山
口
瑞
鳳
編
『
チ
ベ
ッ
ト
の
傍
数
と
枇
舎
』
(
春
秋
社
、

印
刷
中
)
所
牧
の
拙
論
「
敦
埋
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土
チ
ベ
ッ
ト
語
手

紙
文
書
の
研
究
序
説
」
第
七
章
参
照
。

(
3
)
=
〉
回
ユ
え

Z
O
件
。
。
ロ
手
ゅ
の
}
目
。
ロ
o-omu、
。
同
同
r
o
吋ロロ
'rz白ロ四

。。--ontoロ臼uw
w
h
o
同

V
Q
F
(
5
8
)
ω
5
1
ω
忌・

(
4
〉
西
夏
王
朝
下
の
チ
ベ
ッ
ト
語
使
用
に
つ
い
て
は
、
西
田
龍
雄
「
西
夏

語
併
典
に
つ
い
て
」
〈
『
綴
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
と
併
数
文
化
』
昭
和
五
十
五

年
)
、
円
円
同

u
B
E
E
F
-叫
3
2
任
。
ヱ

5
0ミ
。
同
長
。
、
『
自
岡
三

寸円釦ロ回
E
Z
O
口
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